
等の３Ｒ(リデュース・

　しかし、市場に様々な商品が溢れている中で、家庭ごみのリ リユース・リサイクル)を促進するため、広報にて「不用品登

サイクルの更なる促進は当面の課題である。 録」を周知し、市民に広く活用していただく。

　また、建築資材に関しては、分別解体及びリサイクルを促進 　建築資材については、解体事業者に対し分別解体と再資源化

するため、関係法令等の周知を業者に徹底させていく必要があ について徹底させるとともに、解体現場のパトロールを通じて

る。 、分別解体の確実な実施を促進する。

　１日１人当たりのごみの排出量については、目標値には届いていないものの、ごみの増加

を抑えられており、順調に推移している。

Ｂ
　現状を維持させながら分別の徹底を図り、可燃ごみ、特に生ごみの減量化を目指している

。また、建設資材の再資源化を促進する。

→

　ごみ減量化や循環型社会の構築に向けて、市民や廃棄物取扱業者・建設業者の協力が必要であり、引き続き協力を求めていきたい。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月30日 作成者名 浜野 康彦 評価者名 吉野　博司  

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

04 緑と潤いのあるまち 環境経済部・環境課

04 廃棄物・リサイクル 都市整備部・まちづくり推進課

45 ごみの減量と循環型社会の構築

　「ゼロ・廃棄物」を目指すとともに、市民にとって潤いと安らぎのある環境を次世代に引き継いでいくための持続可能な

循環型社会の実現を目指します。

リサイクル推進事業

１日１人当たりのごみの排 4月1日現在の人口１人当たりの排出量
g 730 898 902 875 883 895

出量 (年間総排出量／人口／365日 )
一般廃棄物のリサイクル率 廃棄物再資源化の比率

％ 25 23 25 25 25 26

届出済シールの貼付率 解体現場における届出済シール貼付の
％ 100 42.1 81.8 72.8 100 100 -

比率

　一般の家庭ごみの分別収集は、ほぼ市民に定着しているが、 　家庭から出る生ごみを堆肥化するため、生ごみバケツと花苗

ごみ排出量に関しては、平成25年3月に策定した「ごみ処理基 の交換や、姉妹都市である美里町との交流を通じて、生ごみの

本計画」で新たな目標設定を行ったため、目標値の達成に向け 減量化を図る。

各事業を精査しながら進めていく。 　また、不用になった家具や家電製品



康

して継続　　　４他事

彦

業と統合　　　５休止

 

　　　６その他見直し

評

７令和3年度で終了 ８

価

令和2年度で終了 ９令

者

和元年度で終了

名 吉野　博司  

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性

大
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予
 
算
 
額

事業費R コメント
うち3

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 リサイクル推進事業　（環境課）

リサイクル推進事業

義
務

294,234 ごみの減量とリサイ
294,568

295,810 クルの推進のため、

１ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ １ ○ 義01 01 04 02 02 01 01 294,568 継続して実施する。

家庭ごみの中で、リサイクル 264,056 270,527

可能なものを分別収集し、焼 2,260

03 廃棄物収集処理事業　（環境課）

廃棄物収集処理事業

義
務

328,089 市民の生活環境を清
340,917

335,965 潔に保ち、公衆衛生

１ Ａ Ａ Ａ Ａ １ 義01 01 04 02 02 03 01 349,987 の向上に引き続き取

家庭ごみの分別収集や粗大ご 313,618 り組んでいく。 304,510

みの予約受付・収集を実施し 4,520

xx 建設リサイクル事業　（まちづくり推進課）

戸田市

建設リ

施

サイクル事業

義
務

0 本

策

事業は令和２年度
0

0

評

で終了とする。

８ Ａ Ｂ

価

Ａ Ａ ８ 終00 01 xx

シ

xx xx xx 00 0

分

ー

別解体する対象建築物

ト

（戸 0 0

田市の場合木

作

造2階建て住宅 0

成日 令和 2年 6

R1決算

月

額 R2予算額 R3計画

3

額 R3予算額

計（千円

0

） 事業費 622,32

日

3 631,775 64

作

4,555 635,4

成

85

うち一般財源 55

者

7,287 564,8

名

94 577,674 5

浜

75,037

事業の方

野

向性： １現状で継続　
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